
資料３

重点

項目

推進

項目
成果指標項目

・学習の中でＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を使うのは勉強の役に立つと思う
　児童生徒の割合

【指標】(R4) 小学校 93.4％等　→　(R8) 小中ともに全国平均以上

・エシカル消費実践事例数

【指標】(R4) エシカルクラブ実践事例数　40事例　→　(R8) 160事例(R5からの累計)

・生徒の英語力(文部科学省　英語教育実施状況調査)

【指標】求められる英語力を有する生徒(中３生)の割合　(R4) 52.1％　→　(R8) 60.0％　等

・「全国学力・学習状況調査」の県の平均正答率と全国との比較
　(文部科学省 全国学力・学習状況調査)

【指標】(R4) 小学校国語 64.0％等　→　(R8) 国語、算数(数学)ともに全国平均以上

・「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」の県の平均得点と全国との比較
　(スポーツ庁　全国体力・運動能力、運動習慣等調査)

【指標】(R4) 小学校男子 49.6点等　→　(R8) 小中男女ともに全国平均以上

・多様な主体と連携した探究活動の好事例発表校数

【指標】(R4) 3校　→　(R8) 24校(R5からの累計)　

・地域の賑わい創出のための地域連携イベントを開催した学校数

【指標】(R4) 3校　→　(R8) 11校(R4からの累計)

・いじめ解消率(県教育委員会人権教育課調べ)
・生徒主体の校則見直し(県教育委員会人権教育課調べ)

【指標】・いじめ解消率　(R4) 94.1％　→　(R8) 100％
　　　　・生徒主体の校則見直し　(R4) －　→　(R8) 100％

・学校内外の機関等で相談・指導等を受けた割合(文部科学省　問題行動・不登校調査)　

【指標】(R4) 50.1％　→　(R8) 100％

(いじめ)認知されたいじめのうち、解消された割合を示す数値で、この
割合の増加がいじめをなくす様々な取組の成果を示すものであることか
ら、この指標を設定。
(校則)県立学校で生徒が主体となった校則の見直しを推進していること
から、この指標を設定。

地域とともに一人一人が活躍できるコミュニティづくりを推進すること
が、「誰ひとり取り残すことのない社会」の実現につながるものであるこ
とから、この指標を設定。

自ら考え行動できる力を培うことのできる課題解決学習を更に推進してい
くためには、各学校の特色に合わせ、多様な取組を横展開させることが重
要であることから、この指標を設定。

小５、中２を対象に毎年実施されているスポーツ庁の「全国体力・運動能
力、運動習慣等調査」において平均得点が全国平均を下回っていることか
ら、この指標を設定。（「指標の数値」は、全国平均得点を50点に換算し
た相対的数値）

毎年小６、中３を対象に全国で行われている学力調査における県の平均正
答率と全国との差。基礎的な学力の上昇が、将来の選択肢を広げることか
ら、この指標を設定。

「徳島県教育振興計画（第４期）」の「成果指標」項目一覧（案）

毎年実施されている文部科学省「英語教育実施状況調査」における「求め
られる英語力を有する生徒」の割合。国際社会で活躍するためには、英語
力が重要なことから、この指標を設定。

エシカル消費に関する活動の更なる普及・促進を図り、多様な主体との連
携等、社会の変化に応じた実践を推進するためには、好事例の横展開が重
要であることから、この指標を設定。

毎年小６・中３対象の全国学力・学習状況調査において、「ＩＣＴ機器を
使うのは勉強の役に立つと思いますか」という質問に対して肯定的な回答
をした児童生徒の割合を指標として設定。

指標の説明
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誰一人取り残されない学びの保障に向けた「ＣＯＣＯＬＯプラン」を踏ま
え、全ての不登校児童生徒を相談や学びにつなげることが重要であること
から、この指標を設定。
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重点

項目

推進

項目
成果指標項目

・「まなびーあ徳島」主催講座の受講者数(県総合大学校本部調べ)

【指標】(R4) 64,745人(累計)　→　(R8) 85,000人(累計)

・県立学校トイレの洋式化率(県教育委員会施設整備課調査)

【指標】(R4) 54％　→　(R8) 100％

・「こどもの居場所」箇所数(県届出箇所数及び県社会福祉協議会による基金助成団体数)

【指標】(R4) 98箇所(累計)　→　(R8) 154箇所(累計)

・地域コーディネーター養成講座受講者数

【指標】(R4) －　→　(R8) 100人(R5からの累計)

・教職員防災士・高校生防災士の養成者数

【指標】(R4) 教職員 170人、高校生 840人(累計)　→　(R8) 教職員 288人、高校生 1078人(累計)

・教員一人あたりの月平均時間外在校等時間(県教育委員会教育政策課調べ)

【指標】(R4) 小学校 33.4時間　→　(R8) 25.1時間　等

・「とくしま競技力向上指定校事業」全国高等学校総合体育大会等の出場率

【指標】(R4) －　→　(R8) 37/37部

・県中学校及び高等学校総合文化祭への参加生徒数

【指標】(R4) 3,085人　→　(R8) 10,000人(R5からの累計)

・県内中学生における「あわ文化検定」の受検者数

【指標】(R4) 1,346人　→　(R8) 4,000人(R5からの累計)
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ＰＤＦ版「あわ文化テキストブック」を用いた「あわ文化検定」のオンラ
イン受検者数。「あわ文化」教育の実施状況を反映するものであることか
ら、この指標を設定。

県中学校総合文化祭及び高等学校総合文化祭は、生徒の文化芸術活動の成
果発表の場であり、参加数は文化芸術活動の広がりを表すことから、この
指標を設定。

「とくしま競技力向上指定校事業」では、県内公立高校の運動部活動のう
ち２１校３７部を指定し、遠征等の強化活動支援等を行い、競技力向上を
図っていることから、この指標を設定。

国の指針において示されている上限の指標についても「時間」設定である
ため、この指標を設定。

学校における災害対応能力の向上及び地域の防災力の向上に資することを
目的として、教職員及び高校生に、専門的な防災活動の知識技能を身に付
け、地域防災の活力とするため、この指標を設定。

小中学校区での地域学校協働活動の推進を目指し、全ての市町村での学校
と教育支援人材の連絡調整等を行う人材の充足に向けて、養成講座を開催
していることから、この指標を設定。

「こどもの居場所」は、子ども食堂やプレイパーク、フリースクールな
ど、地域における安全安心な交流の場であり、多様な居場所の増加が、子
どもの健やかな成長につながることから、この指標を設定。

いつでも誰もが使いやすいトイレ環境を整備するため、県立学校でのトイ
レの洋式化を推進していることから、この指標を設定。

まなびーあ徳島主催講座の受講者数。受講者数の増加が、多様な人材育成
につながるものであることから、この指標を設定。

指標の説明
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